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29例 の複雑性尿路感染症に対 して,1日 に2回,そ れぞれ19のL-105を 約60分 かけて,5日

間点滴静注 した。単独感染症の20例 および混合感染症の9例 のうち,14例 に著効,7例 に有効,8

例に無効の判定を得て,総 合有効率は72%を 示 した。合計40菌 株中37株 が消失し,3株 が残存 し

た。投与後に出現した菌株は10株 を数え,そ の半数をP.oemgimsaが 占めた。除外例の4例 を含

めて,合 計33例 における副作用は皆無であったが,臨 床検査値の異常としては,2例(6%)に

GPT・GOTの 一過性の上昇(う ち1例 はアルカ リフォスファターゼ値 も上昇 した)を みるのみで

あった。

L-105は 日本 レダリー辻で開発された新しいcephem

系抗生剤であり,Gram陽 性菌に対 しても強力な抗菌力

を有しており,β-lactamasesに 対 しても安定である1)。

今回われわれは同辻から本剤の提供を受け,複 雑性尿路

感染症に使用する機会を得たのでその成績を報告する。

1.対 象 と 方 法

1984年7月 から12月 までに,大 阪労災病院泌尿器科で

本剤を使用した複雑性尿路感染症は29例 であった。その

内訳は男子24名,女 子9名 であ り,年 齢分布は18歳 から

74歳まで,平 均年齢は53.3歳 であった(Table1)。 この

うち4例 の除外例があり,安 全性の検討対象に加えた。

投与方法は,本 剤投与直前に皮内反応が陰性であること

を確かめ,1日 に2回,朝 と夕とに,そ れぞれ19を500

m1の5%ブ ドウ糖注射液もしくは塩類補液剤に溶解 し,

約60分をかけて点滴静注 した。投与期間も全例5日 間で

統一し,第5病 日に効果と安全性を検討した。尿中細菌

の菌数測定ならびに分離菌の同定は当院の細菌検査室で

施行し,MICの 測定は菌株を郵送 し,関 東逓信病院微

生物検査科にて実施した。

II.成 績

投与直前の皮内反応にて異常を呈したために,本 剤の

投与を断念した症例は1例 もなかった。

L-105を 投与した29例 中,投 与前に37℃ 以上の発熱

を呈していた23例 は,全 例に解熱をみた。他の6例 も自

覚症状の改善を認め,し たがって主治医判定にて無効と

なった症例は1例 もなかった。 本剤の効果を,UTI薬

効評価基準第2版2)に 準 じて 判定 したところ,著 効14

例,有 効7例,無 効8例 の 成 績 を 得 て,総 合 有 効 率 は72

%と な った(Table2)。29例 の 膿 尿 に 対 す る効 果 は,消

失 が16例,改 善 が4例,不 変 が9例 で あ り,他 方 細菌 尿

に 対 す る効 果 は,消 失 が18例,菌 交 代 が8例,不 変 が3

例 で あ った 。 病 態 群 別 に み れ ば,単 独感 染 症 の20例 中17

例(85%)に 有 効 で あ った の に対 して,混 合 感 染 症 の9

例 で は4例(44%)に 有 効 であ った(Table 3)。 合 計40

菌 株 の うち,37株(92.5%)が 本 剤 投 与 後 に 消失 し,残

存 した の はP.amginosa,K.Pneumoniaeお よびE.fae-

calisの 各1株(7.5%)だ け であ っ た。 投 与 後 に交 代 して

出 現 した菌 は10株 を数 え,そ の うち5株 がP.aeruginosa

で あ った(Table4)。MIC値 との 関 連 を み る と,25μg/

m1以 上 を呈 したE.coli,P.vulgaris,M.mrgonii,P.

aeruginosaの 各1株 が 消 失 して い る の に対 して,0.1μg/

m1を 呈 したK.pneumoniaeの1株 が 残存 し,他 方6.25

μg/ml以 上 を 呈 したE.faecalisの6株 中5株 ま でが 消

失 した。 逆 に い え ば,MIC値 との 相 関 が比 較的 顕 著 で

あ る とい え る(Table5)。 同 時 に 施 行 され た 他の 薬 剤 に

対 す るMICと の比 較 か ら,本 剤 はLMOXやCMXに

比 して 遜 色 の な い抗 菌 力 を 示 し,こ とにGram陽 性 球

菌 で は 優 れ たMIC値 を 得 た(Table6)。

副 作 用 と して は,投 与 中 な らび に投 与 直 後の 自覚 症 状

は1例 も認 め な か った 。臨 床 検 査 値 上,症 例28でGPT

が16か ら44に,GOTが15か ら93(い ず れ もIU /L)に,

そ してalkaline phosphataseが8か ら13(KAU)に 上

昇 し,症 例10でGPTが20か ら54に,GOTが22か ら42

(い ず れ もIU/L)に 上 昇 した けれ ど も,す べ て 一 過 性
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Table 2 Overall clinical  efficacy of L-105 in 29 cases with complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of L-105 classified by infection type

Table 4 Bacteriological response to L-105 in complicated UTI
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Table 5 Relation between MIC and bacteriological response to L-105 treatment

であった(Table7)。 他の検査値で本剤と直接に関連が

あると考えられる異常は認めていない。 な お,症 例18

で,投 与終了翌日から突然に乏尿と浮腫傾向を認めると

ともに,血 清creatinine値 が1.9mg/dlに 上昇 したけ

れども,原 疾患である前立腺癌の浸潤が急速であって尿

管を閉塞 した結果であった。すなわち,同 日夜の緊急尿

路造影 ならびに 尿路変向術 によって,尿 量 ・浮腫 ・高

creatinine血 症は速やかに改善 したので,本 剤の副作用

ではないと判断した。

III.考 察

難治性尿路感染症を呈する脊損膀胱が29症 例中18例 を

占め,他 方でも混合感染症が9例,あ るいはカテーテル

留置症例が13例 の多 くを占めていたにもかかわらず,新

薬シンポジウムにおける全国平均3)に 比して,72%の 高

い総合有効率を得たのは,第3群 症例の占める割合が高

いこともあるが,高 い 除菌率(92.5%)と 関連して,

L-105の 強力な抗菌力に基づ く結果であるといえよう。

しかし,P.a4ruginosaが40菌 株 中わずかに2株 であった

こ と も考 慮 に入 れ な けれ ばな らな い 。交 代菌 の 半 数 が

P.aeruginosaで あ り,か つ そ れ らのMICが50μg/ml

以 上 の 高値 を 呈 して い る こ とか ら,本 菌 に対 して も強い

抗 菌 力 が要 求 され る と ころ で あ る。Gram陽 性 球菌 とし

て は,S.saprophyticusとB-streptocomsの 各1株 のMIC

が 低 く除 菌 され た こ とは 当然 とい え よ うが,E.faecalis

の6株 に対 して は,MICが6.25か ら50μg/mlの 間

に分 布 した に もか か わ らず,5株 まで 除菌 されて お り,

特 筆 に 価 す る 。

副作 用 と して33例 中2例(6%)にtransammaseの

上 昇を み て,う ち1例 にalka五nephosphataseの 上昇 も

みた こ とは,た とえ一 過 性 で あ った に せ よ,本 剤 の適応

に さ い して は 十 分 に 留 意す べ きであ る と考 え る。

高 い 除 菌 率,MIC値 と 効果 との よい 相関 関係,瓦

漁ecalisを 含 むGram陽 性 球菌 で も好 ま しい結 果を得た

が,交 代菌 にP.aeruginosaが 多 か った こ とな どが,本

治 験 の特 異 な点 と して 挙 げ られ る 。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH L-105 IN

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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33 patients, of which 4 were dropped out of clinical evaluation, with complicated urinary

tract infections were given L-105 at a daily dose of 2. 0 g by intravenous drip infusion for five
days long, and the following results were obtained.

Clinical results were excellent in 14 cases, moderate in 7 and poor in 8. The overall efficacy

rate was 72%. As to the bacteriological response, 37 strains were eliminated and 3 persisted out

of 40, while 10 organisms appeared after the treatment. During the treatment no side effects were

observed, except for increases in both GPT and GOT in two cases (as well as alkaline pho s-

phatase in one) of total 33 cases.


